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第
七
回
遭
難
防
止
・
安
全

教
育
担
当
者
会
議
報
告

十
一
月
十
五
日
（
土
）
午
前

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者

十
四
団
体
、
十
九
名

（
理
事
七

委
員
十
二
）

・
議
題

１
．
全
国
遭
難
対
策
担
当
者
会

議
（
十
月
四
～
五
日
）
よ
り

武
笠
理
事
長
、
徳
重
救
助
隊
長

か
ら
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
紹

介
が
あ
っ
た
。
主
な
内
容
と
し

て
は
、

●
山
で
の
突
然
死

●
山
行
計

画
の
管
理
●
事
故
を
起
こ
す
体

質
（
遭
難
事
故
を
起
こ
し
や
す

い
人
、
パ
ー
テ
ィ
、
会
の
特
徴
）

質
疑
応
答
で
、
秩
父
ア
ル
ペ
ン

ク
ラ
ブ
よ
り
、
※
事
故
を
起
こ

し
や
す
い
パ
ー
テ
ィ
の
特
徴
に

「
こ
の
指
止
ま
れ
方
式
」
が
あ

る
が
、
我
が
ク
ラ
ブ
で
は
最
近

こ
の
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

本
当
に
事
故
に
繋
が
る
可
能
性

が
高
い
の
か
？
と
の
質
問
が
あ

っ
た
。
こ
の
件
に
関
し
他
の
ク

ラ
ブ
（
会
）
か
ら
「
こ
の
指
止

ま
れ
方
式
」
の
傾
向
と
山
行
計

画
の
管
理
方
法
の
現
状
を
報
告

し
て
も
ら
っ
た
。
「
こ
の
指
止

ま
れ
方
式
」
で
は
メ
ン
バ
ー
の

体
力
不
足
、
認
識
が
統
一
さ
れ

な
い
、
計
画
書
が
ズ
サ
ン
な
ど

の
問
題
が
起
こ
り
や
す
い
が
、

こ
れ
に
き
ち
ん
と
対
応
し
て
行

け
れ
ば
事
故
は
な
く
せ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

２
．
救
助
隊
の
活
動
報
告

①
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
搬
出

訓
練
（
十
月
十
一
～
十
二
日
）

白
毛
門
東
黒
沢
、
参
加
は
埼
玉

の
み
で
あ
っ
た
。
十
名
参
加
。

②
岩
場
搬
出
訓
練
（
十
一
月

九
日
）
都
幾
川

女
ヶ
岩
に
て

実
施

九
名
参
加
。
セ
ル
フ
レ

ス
キ
ュ
ー
を
主
体
と
し
て
の
訓

練
。③

そ
の
他
、
五
十
歳
代
の
女

性
の
事
故
が
多
い
こ
と
か
ら
今

年
度
も
女
性
委
員
会
主
催
で

「
山
で
の
救
急
法
」
の
講
習
会

を
計
画
し
ま
す
。

３
．
安
全
登
山
に
関
連
す
る
そ

の
他
の
報
告･

案
内
（
理
事
長
よ

り
）①

山
岳
事
故
調
査
書
の
「
統

一
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
方
式
」
に
つ

い
て労

山
全
国
遭
対
本
部
は
従
来

の
事
故
報
告
書
を
「
統
一
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
方
式
」
に
改
め
ま
し

た
。

こ
れ
は
労
山
、
日
山
協
、

都
岳
連
、
日
本
山
岳
会
な
ど
の

共
済
ま
た
は
山
岳
保
険
を
も
つ

団
体
が
協
力
し
て
山
岳
遭
難
防

止
の
た
め
の
事
故
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
こ
の
統
一
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
で
の
報
告
を
お
願

い
し
た
い
。

統
一
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
は
全
５
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
て
か
な
り
長
い
内

容
で
す
が
、
実
際
に
記
述
す
る

部
分
は
少
な
く
、
約
三
十
分
程

度
で
記
入
が
可
能
で
す
。

②
登
山
学
校
、
「
山
で
の
救

急
法
」
講
座
で
使
用
し
た
テ
キ

ス
ト
の
紹
介

今
年
度
、
軽
部
講
師
が
新
規

に
作
成
し
た
「
山
で
の
救
急
法
」

の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
紹
介
が

あ
っ
た
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
皆
さ
ん
の

参
考
に
な
る
と
思
う
の
で
、
各

ク
ラ
ブ
（
会
）
宛
に
一
部
配
布

す
る
こ
と
を
予
定
し
ま
す
。

③
日
和
田
山
清
掃
登
山
の
報

告
と
日
和
田
山
で
の
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
に
お
け
る
事
故
例
の
報
告
。

４
．
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
継
続
審
議

前
回
の
会
議
に
引
き
続
き
、

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
の
報
告
を

お
願
い
し
て
い
た
が
、
今
回
ま

で
に
提
出
が
あ
っ
た
の
は
新
座

山
の
会
の
２
件
だ
け
で
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
矢
崎
理
事
か
ら

報
告
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
埜
歩
歩
富
士
見
山
の

会
か
ら
事
故
一
報
が
提
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
報
告
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
集
で
の
取

り
ま
と
め
方
法
に
つ
い
て
は
別

途
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

尚
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
書
に

つ
い
て
は
報
告
集
に
ま
と
め
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
遭
難
防

止
・
安
全
教
育
担
当
者
ま
で
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

三
郷
山
の
会

八
木
原
健
一
記

日
和
田
山
清
掃
活
動
に
参
加

し
て西

武
線
高
麗
駅
か
ら
徒
歩
で

三
十
分
、
彼
岸
花
で
有
名
な
巾

着
日
田
か
ら
見
え
る
山
が
日
和

田
山
で
あ
る
。

日
和
田
山
の
中
腹
に
、
高
麗

岩
と
呼
ば
れ
る
高
さ
二
十
五
ｍ

程
の
男
岩
と
女
岩
は
、
昔
か
ら

岩
登
り
の
ゲ
レ
ン
デ
と
し
て
使

わ
れ
、
日
本
の
フ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
発
祥
の
地
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
日
曜
日
と
も
な
る

と
各
地
か
ら
ク
ラ
イ
マ
ー
が
訪

れ
て
、
岩
場
に
は
簾
状
に
ロ
ー

プ
が
下
が
る
様
が
見
ら
れ
ま
す
。

近
年
、
用
心
を
怠
っ
た
た
め

の
人
為
的
な
ミ
ス
で
、
二
人
の

方
が
岩
場
よ
り
落
下
し
て
亡
く

な
っ
て
し
ま
う
事
故
が
起
き
ま

し
た
。
こ
の
様
な
事
が
二
度
と

起
さ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
事
故

が
起
き
る
と
、
こ
の
岩
場
が
使

用
禁
止
に
な
る
事
態
に
な
ら
な

い
よ
う
に
と
、
今
年
の
三
月
に

日
和
田
の
主
の
よ
う
な
吉
田
恵

一
さ
ん
の
呼
び
掛
け
で
有
志
が

集
ま
り
、
日
和
田
山
周
辺
の
ゴ

ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
の
中
に
は
、
世
界
的
に
有
名

な
プ
ロ
ク
ラ
イ
マ
ー
の
平
山
ユ

ー
ジ
さ
ん
や
、
ロ
ー
カ
ル
テ
レ

ビ
の
方
、
日
高
市
の
職
員
の
方

な
ど
も
参
加
し
て
、
今
後
も
こ

の
活
動
と
共
に
、
岩
場
で
危
険

な
行
為
を
し
て
い
る
人
に
は
注

意
を
促
す
活
動
も
し
て
い
こ
う
、

ま
た
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
装
着

し
て
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
臨
も
う

と
言
う
事
も
話
し
合
い
ま
し
た
。

十
一
月
九
日
の
日
曜
日
に
第

二
回
の
清
掃
活
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
無
名
山
塾
の

岩
崎
元
郎
さ
ん
の
呼
び
掛
け
で､

吉
田
恵
一
さ
ん
、
平
山
ユ
ー
ジ

さ
ん
他
、
百
数
十
人
の
参
加
が

あ
り
、
ニ
ュ
ー
ス
と
有
名
人
の

力
は
凄
い
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

清
掃
活
動
後
、
ゲ
レ
ン
デ
の
女

岩
で
平
山
ユ
ー
ジ
さ
ん
の
登
り

を
見
せ
て
頂
さ
ま
し
た
。
三
本

登
ら
れ
ま
し
た
が
、
グ
レ
ー
ド

の
高
い
ル
ー
ト
を
い
と
も
た
や

す
く
こ
な
し
、
さ
す
が
プ
ロ
と

感
嘆
し
ま
し
た
。

昼
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
各
自
の
自
由
行
動
と

な
り
、
私
達
は
夕
方
ま
で
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

日
和
田
山
は
埼
玉
に
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
埼
玉
労
山
か
ら

の
参
加
者
は
私
の
知
る
限
り
、

岩
つ
ぼ
め
二
名
、
飯
能
労
山
一

名
、
浦
和
山
の
会
二
名
の
五
名

で
し
た
。
次
回
は
も
う
少
し
埼

玉
労
山
の
力
が
結
集
で
き
れ
ば

と
望
み
ま
す
。

浦
和
山
の
会
・
軽
部
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第
十
四
回
全
国
登
山
者

自
然
保
護
集
会

自
然
保
護
担
当
理
事

杉
江

勲

十
一
月
十
五
日
～
十
六
日
、

表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

（
秦
野
市
）
で
労
山
全
国
連
盟

主
催
、
「
地
球
温
暖
化
が
山
岳

自
然
に
及
ぼ
す
影
響
と
自
然
を

傷
つ
け
な
い
登
山
に
つ
い
て
の

労
山
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
基
準
）

に
つ
い
て
考
え
る
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
。

一
日
目
は
全
国
の
労
山
仲
間

が
一
六
八
名
参
加
。
斉
藤
全
国

連
盟
理
事
長
は
挨
拶
で
「
労
山

自
然
保
護
憲
章
」
を
制
定
し
て

三
年
目
を
向
え
る
中
で
、
十
一

月
十
四
日
、
環
境
大
臣
に
「
山

岳
自
然
保
護
に
関
す
る
要
請

書
」
を
提
出
し
た
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
地
元
の
渡
辺
神
奈
川

県
連
会
長
か
ら
丹
沢
山
地
に
は

年
間
三
十
万
人
の
入
山
者
が
あ

り
、
登
山
道
の
裸
地
化
や
シ
カ

の
食
害
が
進
行
し
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

浦
添
全
国
連
盟
自
然
保
護

委
員
長
か
ら
の
基
調
報
告
の
後
、

西
岡
秀
三
氏
（
国
立
環
境
研
究

所
）
か
ら
「
地
球
温
暖
化
と
山

岳
自
然
へ
の
影
響
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
記
念
講
演
が

行
わ
れ
た
。
講
演
の
中
で
温
暖

化
に
よ
る
世
界
全
体
で
の
気
候

変
動
の
現
象
や
日
本
で
は
ブ
ナ

等
樹
木
の
衰
退
（
白
神
山
地
の

ブ
ナ
も
今
世
紀
中
頃
に
は
消
滅

す
る
か
も
）
や
積
雪
の
減
少
に

よ
る
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
等
の
分

布
拡
大
等
の
報
告
が
あ
り
、
炭

酸
ガ
ス
の
排
出
量
を
二
〇
五
〇

年
に
は
半
減
以
下
に
す
る
低
炭

素
社
会
の
構
築
が
不
可
欠
だ
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。

つ
づ
い
て
、
全
国
の
七
地
方

連
盟
か
ら
各
連
盟
で
の
自
然
保

護
活
動
の
報
告
が
あ
り
、
長
野

県
連
か
ら
大
型
風
力
発
電
建
設

が
上
信
越
高
原
国
立
公
園
の
根

子
岳
（
こ
の
一
帯
は
イ
ヌ
ワ

シ
・
ミ
ヤ
マ
モ
ン
キ
チ
ョ
ウ
の

生
息
地
）
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
風
力
発
電
が
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
重
機
の
搬
入
道

路
の
建
設
や
本
体
の
基
礎
工
事

等
大
掛
か
り
な
工
事
が
必
要
に

な
り
、
高
山
植
物
や
イ
ヌ
ワ
シ

の
生
息
環
境
が
破
壊
さ
れ
る
と

と
も
に
地
域
住
民
の
水
源
の
不

安
や
建
設
工
事
に
よ
る
土
石
流

災
害
を
誘
引
す
る
危
険
性
等
の

問
題
提
起
が
さ
れ
た
。

今
回
の
集
会
に
参
加
し
て

「
地
球
を
守
る
一
つ
と
し
て
山

を
守
る
」
登
山
者
と
し
て
一
人

ひ
と
り
が
傷
つ
け
な
い
登
山
を

考
え
る
こ
と
や
山
岳
地
域
で
の

植
生
調
査
・
水
質
調
査
、
そ
れ

に
緑
を
増
や
す
植
樹
活
動
な
ど

継
続
出
来
る
身
近
な
事
か
ら
実

行
し
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。

全
国
自
然
保
護
集
会

二
日
目
に
参
加
し
て

理
事
長

武
笠

真
次

私
は
第
一
分
科
会
に
出
席
し

ま
し
た
。
山
の
水
質
調
査
に
関

す
る
報
告
を
愛
知
県
連
、
神
奈

川
県
連
、
兵
庫
県
連
な
ど
か
ら

報
告
を
受
け
た
。
神
奈
川
県
連

の
取
り
組
み
を
採
り
上
げ
る
と
、

一
九
七
八
年
か
ら
毎
年
欠
か
さ

ず
調
査
し
て
き
た
「
水
質
調
査
」

の
取
水
場
所
、
方
法
な
ど
を
整

備
さ
せ
て
、
一
九
九
四
年
よ
り
、

東
丹
沢
の
沢
、
水
場
の
水
質
や

大
腸
菌
の
有
無
な
ど
検
査
機
関

に
依
頼
し
、
参
考
デ
ー
タ
と
し

て
公
表
し
て
い
た
努
力
が
現
れ

て
い
る
。
埼
玉
労
山
も
神
奈
川

県
連
の
取
り
組
み
を
少
し
で
も

学
ん
で
は
ど
う
か
と
考
え
せ
ら

れ
た
。

今
集
会
の
参
加
者
は
十
一
月
十

五
日
・
十
六
日
で
百
七
十
九
名
、

第
一
分
科
会
三
十
五
名
、
第
二

分
科
会
三
十
三
名
、
第
三
分
科

会
十
名
、
第
四
分
科
会
十
九
名
、

第
五
分
科
会
十
五
名
の
参
加
が

報
告
さ
れ
た
。

全
国
連
盟
自
然
保
護
委
員
会
よ

り
各
分
科
会
の
テ
ー
マ
と
運
営

に
つ
い
て

労
山
自
然
保
護
憲
章
が
制
定

さ
れ
て
三
年
、
各
地
方
連
盟
・

各
会
で
憲
章
の
学
習
も
す
す
め

ら
れ
、
憲
章
が
登
山
活
動
の
中

で
具
体
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

労
山
自
然
保
護
憲
章
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
全

国
の
仲
間
の
優
れ
た
自
然
保
護

活
動
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
憲
章

の
内
容
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

積
極
的
な
意
見
を
寄
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

五
つ
の
分
科
会
を
設
定
し

ま
し
た
。
全
国
の
多
彩
で
先
進

的
な
活
動
を
直
接
聞
き
、
積
極

的
に
質
問
し
、
討
論
す
る
分
科

会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■

分
科
会
テ
ー
マ
と
討
論
し

て
も
ら
い
た
い
こ
と

第
一
分
科
会

「
山
の
水
は
安

全
か･

･
･

」

山
紫
水
明
の
国
と
言
わ
れ
た

日
本
の
山
々
の
水
も
、
登
山
活

動
が
活
発
に
な
る
な
か
で
、
オ

ー
バ
ー
ユ
ー
ス
、
山
の
ト
イ
レ

問
題
な
ど
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

な
か
で
、
「
山
の
水
は
大
丈
夫

な
の
か･

･
･

」
と
い
う
こ
と
か
ら
、

山
の
水
の
水
質
調
査
を
系
統
的

に
実
施
し
て
い
る
県
も
あ
り
ま

す
。
安
全
で
お
い
し
い
山
の
水

を
守
る
た
め
に
、
登
山
者
と
し

て
ど
の
よ
う
に
し
て
い
っ
た
ら

い
い
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

第
二
分
科
会

「
自
然
を
傷
つ

け
な
い
登
山
と
は･

･
･

」

山
に
登
る
こ
と
そ
の
も
の
が

山
を
傷
つ
け
る
行
為
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
す
る
こ
と
が
自
然
を

傷
つ
け
な
い
登
山
を
考
え
る
上

で
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
自
然
へ
の
負

担
を
可
能
な
限
り
最
小
限
に
と

ど
め
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
、
登
山
者
自
身
が
自
然

と
共
存
を
模
索
し
て
い
く
こ
と

が
登
山
者
と
し
て
の
責
任
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
オ
ー
バ
ー

ユ
ー
ス
の
問
題
、
ス
ト
ッ
ク
の

正
し
い
使
い
方
の
問
題
、
踏
み

荒
ら
し
の
問
題
な
ど
、
登
山
者

と
し
て
ど
う
す
べ
き
な
の
か
考

え
ま
し
ょ
う
。

第
三
分
科
会

「
山
を
汚
さ
な

い
登
山
を
め
ざ
し
て･

･
･

」

登
山
者
が
自
然
の
中
に
持
ち

込
ん
だ
ゴ
ミ
な
ど
を
置
き
去
り

に
し
な
い
こ
と
。
こ
れ
が
山
を

汚
さ
な
い
基
本
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
労
山
は
、
山
の
清
掃

活
動
に
取
り
組
ん
で
三
十
五
年
。

全
国
一
斉
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
活

動
は
、
登
山
者
の
モ
ラ
ル
を
高

め
、
登
山
道
の
ゴ
ミ
は
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
清
掃
登

山
の
活
動
範
囲
を
広
げ
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
登

山
者
が
山
歩
き
で
移
動
時
の
ト

イ
レ
問
題
に
も
更
に
取
り
組
み
、

山
を
汚
さ
な
い
登
山
を
考
え
て

い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

第
四
分
科
会

「
地
球
温
暖
化

と
登
山
者
の
役
割
は･

･
･

」

地
球
温
暖
化
は
、
山
岳
自
然

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
温
暖
化
に
よ
る
降
雪

量
の
減
少
は
動
物
の
行
動
範
囲

を
広
げ
、
森
林
や
高
山
植
物
の

生
態
系
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
山
岳
地
域
へ

の
温
暖
化
の
影
響
や
貴
重
な
生

物
・
植
物
生
態
系
の
状
況
、
大

気
汚
染
に
よ
る
山
岳
森
林
へ
の

影
響
な
ど
登
山
者
で
な
け
れ
ば

で
き
な
い
調
査
・
監
視
活
動
を

継
続
し
て
行
う
こ
と
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

三
面
へ
続
く
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二
面
よ
り
続
く

登
山
行
動
の
中
で
温
暖
化

の
原
因
物
質
で
あ
る
二
酸
化
炭

素
を
減
ら
す
こ
と
も
求
め
ら
れ
、

登
山
者
と
し
て
誰
も
で
き
、
効

果
的
な
も
の
と
し
て
、
「
登
山

活
動
上
の
リ
ユ
ー
ス
」
（
再
利

用
）
の
普
及
」
も
必
要
で
す
。

第
五
分
科
会

「
里
山
の
自
然

を
大
事
に
し
、
山
の
多
様
な
楽

し
み
方
を
求
め
る
登
山
ス
タ
イ

ル
と
は･

･
･

」

自
分
の
好
き
な
山
で
、
山
歩
き

を
楽
し
み
、
山
麓
の
文
化
に
触

れ
、
地
域
と
交
流
す
る
こ
と
が
、

登
山
者
の
自
然
を
大
切
に
す
る

心
を
、
育
て
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
里
山
は
、

そ
こ
の
住
む
人
々
の
生
活
と
切

り
離
す
が
で
き
な
い
ほ
ど
密
接

に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
登
山

者
は
、
地
域
の
山
、
好
き
な
山
、

里
山
な
ど
と
ど
の
よ
う
に
関
わ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
山
域
や
地
域

の
特
性
を
尊
重
し
た
登
山
な
ど
、

山
の
多
様
な
楽
し
み
方
を
模
索

す
る
な
ど
自
ら
の
登
山
ス
タ
イ

ル
を
求
め
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
で
の
救
急
法

浦
和
山
の
会

柴
田
典
峰

十
一
月
二
日
（
日
）
栃
木
県
、

鹿
沼
の
岩
山
に
て
の
実
技
実
習

に
参
加
。

日
吉
神
社
の
先
で
登
山
道
に
入

り
大
き
い
岩
・
形
状
の
色
々
有

る
岩
を
ク
レ
イ
ム
ハ
イ
ス
ト
ノ

ッ
ト
で
登
り
、
展
望
の
よ
い
Ｃ

峰
の
頂
に
着
く
。
そ
の
後
、
梯

子
を
登
り
、
急
な
岩
場
を
下
り

二
番
岩
付
近
に
着
き
昼
食
を
と

り
ま
し
た
。

下
山
の
途
中
で
ビ
レ
イ
シ
ス
テ

ム
を
理
解
す
る
為
に
ム
ン
タ
ー

ヒ
ッ
チ
で
岩
場
を
下
山
。

そ
の
あ
と
、
針
葉
樹
の
場
所

で
事
故
者
の
移
動
方
法
を
見
る
。

私
は
腰
痛
持
ち
の
為
、
他
の
皆

さ
ん
が
実
行
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
見
る
が
想
像
以
上
に
き
つ
そ

う
！

又
、
安
全
に
注
意
し
て

山
行
す
る
事
が
ど
れ
ほ
ど
大
切

か
と
骨
身
に
浸
み
込
み
、
事
故

を
起
こ
す
と
周
り
の
人
々
に
多

大
な
迷
惑
を
か
け
る
事
も
実
感

し
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
色
々
な

こ
と
を
経
験
出
来
て
と
て
も
楽

し
い
山
行
に
な
り
、
運
営
委
員

の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

山
遊
会
ビ
ス
タ
ー
リ廣

岡
美
恵
子

講
師
は
日
赤
の
渡
辺
浩
氏(

ハ

イ
ジ
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ)

に
よ
り
一
日
目
の
机
上
で
は
救

急
法
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

傷
病
者
発
生
↓
周
囲
の
観
察

（
自
分
の
安
全
確
保
）
↓
意
識

の
確
認
↓
反
応
あ
り
・
無
し
で

の
対
応
の
違
い
。

・
意
識
無
し
↓
協
力
者
の
求
め

（
救
急
車
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
↓
胸
骨
圧

迫
↓
人
口
呼
吸
↓
Ａ
Ｅ
Ｄ
↓
後

は
３
点
の
連
続
↓
救
急
車
へ
の

引
継
ぎ
。

・
三
角
巾
の
使
用
方
法
・
・
等
。

今
更
恥
ず
か
し
く
て
聞
け
な
い

様
な
細
か
な
事
ま
で
丁
寧
に
時

間
を
か
け
て
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。

二
日
目
の
実
技
は
鹿
沼
の
岩
山

に
て
、
岩
場
な
ど
の
安
全
な
通

過
方
法
、
救
出
法
、
ま
た
岩
場

で
の
搬
出
法
な
ど
、
い
ざ
と
い

う
時
に
持
っ
て
い
る
物
で
何
が

出
来
る
か
を
学
び
ま
し
た
。

講
習
の
場
面
で
も
ド
キ
ド
キ

緊
張
し
て
し
ま
い
ま
す
。
突
然

の
時
、
少
し
で
も
適
切
な
行
動

が
と
れ
る
様
、
機
会
が
あ
れ
ば

ま
た
受
講
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

岩
搬
出
訓
練
報
告

日

時

十
一
月
九
日
（
日
）

曇
り

場

所

女
ヶ
岩

都
幾
川
町

参
加
者

大
宮
労
山
２
、
熊
谷

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
人
２
、
ハ
イ

ジ
１
所
沢
ハ
イ
ク
１
、
埜
歩
歩

２
、
上
福
岡
や
ま
な
み
１
、

以
上
計
９
名

八
時
都
幾
川
町
公
民
館
駐
車
場

集
合
九
名
の
参
加
者
を
確
認
し
、

訓
練
場
所
の
「
女
ヶ
岩
」
へ
出

発
。

八
時
三
十
分
現
場
に
到
着
。
各

自
個
人
装
備
を
装
着
し
、
準
備

完
了
。

隊
長
・
副
隊
長
は
訓
練
用
支
点

地
二
ヶ
所
設
定
及
び
固
定
ロ
ー

プ
の
設
営
。

隊
長
よ
り
訓
練
の
注
意
事
項
の

話
を
受
け
て
、
９
時
訓
練
開
始

す
る
。

二
班
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訓

練
支
点
地
に
移
動
。

訓
練
内
容

懸
垂
下
降
、
要
介
護
者
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
の
ロ
ァ
ー
ダ
ウ
ン
、

懸
垂
下
降
中
の
仮
固
定
、
登
り

返
し
、
三
分
の
一
に
よ
る
引
き

揚
げ
、
そ
の
他

上
記
の
内
容
を
繰
り
返
し
、
訓

練
す
る
。

さ
ら
に
支
点
へ
の
器
具
の
セ
ッ

ト
を
参
加
者
全
員
が
自
分
で
セ

ッ
ト
し
、
全
員
で
確
認
し
あ
う

な
ど
実
践
的
訓
練
と
な
り
ま
し

た
。当

初
十
五
時
訓
練
終
了
の

予
定
で
し
た
が
、
参
加
者
の
意

欲
に
押
さ
れ
一
時
間
延
長
し
て

十
六
時
に
訓
練
終
了
し
た
。

所
見

当
日
は
当
救
助
隊
の
み
が
使
用
、

少
人
数
で
あ
っ
た
た
め
、
各
自

が
実
際
に
器
具
の
操
作
を
行
う

な
ど
実
習
・
確
認
で
き
た
こ
と

は
有
意
義
と
感
じ
ま
し
た
。

救
助
隊
事
務
局

三
宅

宣
之

理
事
会
報
告

十
一
月
二
十
六
日(

水)

浦
和
県

連
事
務
所
に
て
第
九
回
理
事
会

が
十
五
名
の
出
席
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

委
員
会
活
動
経
過
報
告･

予
定

【
全
国
連
盟
活
動
】

第
二
十
八
期
臨
時
評
議
会

十
一
月
九
日

於
：
全
国
連
盟

事
務
所
、
参
加
…
武
笠
理
事
長

【
事
務
局
】

川
越
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
よ
り
特
別

基
金
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

有
り
。
カ
レ
ン
ダ
ー
郵
送
済
み

（
残
り
十
部
）

三
役
会
議

十
二
月
四
日
（
木
）

【
財

政
】
後
期
連
盟
費
未
納

四
団
体
、
早
急
に
納
入
を
！

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】

熊
倉
山
心
拍
数
実
験
登
山
の
準

備
と
最
終
打
合
せ
を
行
な
う
。

現
在

参
加
予
定

三
十
九
名

【
自
然
保
護
】

十
一
月
十
五
日
～
十
六
日

全

国
自
然
保
護
集
会
が
丹
沢
で
開

催
。
埼
玉
か
ら
杉
江
・
潟
見
・

武
笠

三
名
参
加

詳
細
報
告
は
別
紙
で
。

【
海

外
】
計
画
書
二
団
体
（
新

座
×
２
）

【
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
】

十
一
月
十
五
日

遭
難
防
止
・

安
全
教
育
担
当
者
会
議

【
救
助
隊
】

十
二
月
八
日

雪
上
搬
出
訓
練

学
習
会
（
机
上
）

一
月
二
十
四
日
～
二
十
五
日

雪
上
搬
出
訓
練
（
実
技
）

【
登
山
学
校
】

十
一
月
一
日

山
で
の
救
急
法

（
机
上
）

十
五
名
、
十
一
月

二
日

山
で
の
救
急
法
（
実
技
）

十
三
名
…
岩
場
の
坂
道
で
の
搬

出
を
想
定
、
十
二
月
六
日
～
七

日

総
合
学
習
登
山

鍬
柄

岳
・
荒
船
山

【
岩
ネ
ッ
ト
】
二
月
幕
岩
予
定

【
登
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
研
究
】

ス
タ
ッ
フ
募
集
中
、
今
回
の
実

施
を
三
役
会
議
で
最
終
決
定

四
面
へ
続
く

第 13 期 6 回

救急法

救助隊報告

第１４１号 ２００８年 １２月 ８日（月）発行                   埼  玉  労  山  （３）   



三
面
よ
り
続
く 

ブ
ロ
ッ
ク
活
動 

 
西
部
＝
会
議
：
十
一
月
十
六
日 

交
流
ハ
イ
ク
最
終
打
合
せ
（
交

流
ハ
イ
ク
雨
天
中
止
）
三
月
雪

山
登
山
予
定 

 

次
回
：
一
月
十
四
日 

南
部
＝
会
議
：
十
一
月
二
十
日 

次
回
：
十
二
月
十
八
日 

中
部
＝
十
一
月
九
日 

青
梅 

地
図
読
み
山
行 

北
部
＝
熊
倉
山
心
拍
登
山
に
協

力 

 

加 

盟 

団 

体 

活 

動 

情 

報 
 

総
会
情
報
：
川
越
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
…
遭
対
基
金
の
説
明
を
兼
ね

理
事
長
に
出
席
要
請
有
。 

 
 

議 
 

 

題 
 

 

①
安
全
登
山
講
演
会
報
告 

十
一
月
十
五
日(

土)
 

 

浦
和
コ
ミ
セ
ン 

十
四
時
二
十

分
～
十
六
時
三
十
分 

 

講
師 

大
野
秀
樹
氏
（
杏
林
大

学
医
学
部
衛
生
学
教
室
主
任
教

授
） 

 

テ
ー
マ
「
登
山
と
健
康
」 

参
加
…
六
十
九
名 

反
省
…
講
師
と
の
打
合
せ
不

備
に
よ
り
、
講
演
内
容
の
資

料
・
レ
ジ
メ
、
ス
ラ
イ
ド
上
映

の
為
の
パ
ソ
コ
ン
と
互
換
ソ

フ
ト
が
用
意
出
来
な
か
っ
た

事
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が
使

用
出
来
ず
講
師
や
講
演
参
加

者
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
講
演
内

容
や
準
備
に
つ
い
て
は
全
体

的
に
は
良
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
参
加
者
募
集
す

る
意
味
で
は
全
国
連
盟
や
県

連
内
の
行
事
日
程
を
調
整
す

る
必
要
あ
り
。
七
五
三
と
も
重

な
り
、
参
加
で
き
な
い
会
員
も

多
か
っ
た
。
他
…
。 

②
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担

当
者
会
議
報
告 

十
一
月
十
五
日(

土)
 

 

浦
和
コ
ミ
セ
ン 

十
時
～
十
二

時
三
十
分 

参
加 

二
十
一
名 

議
題
…
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
継
続
審

議
で
活
発
な
意
見
交
換
と
討
議

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
各
会

か
ら
集
ま
っ
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

の
内
容
や
資
料
の
扱
い
方
を
ど

う
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
担
当

者
会
議
だ
け
で
な
く
機
関
紙
等

に
内
容
を
掲
載
す
る
等
、
情
報

を
公
開
し
て
欲
し
い
と
の
意
見

も
あ
り
、
検
討
し
て
行
く
こ
と

で
決
定
し
ま
し
た
。 

③
第
二
回
評
議
会 

期
日
：
平
成
二
十
一
年
一
月
二

十
五
日
（
火
）
十
三
時
～ 

会
場
：
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
い
わ

つ
き(

予
約
済
み)

 

東
武
野
田

線 

東
岩
槻
徒
歩
七
分 

 
 

（
他
に
も
会
場
を
検
討
中
） 

議
題
：
遭
対
基
金
（
特
別
基
金
）

の
行
方 

・
保
険
業
法
適
用
除
外
の
運
動

を
続
け
る
。(

第
一
次
署
名
運
動

の
パ
ン
フ
を
機
関
紙
と
一
緒
に

送
り
、
評
議
会
に
持
っ
て
き
て

も
ら
う
。 

・
全
国
連
盟
臨
時
評
議
会
に
お

い
て
提
案
さ
れ
た
方
針
に
つ
い

て
。
（
特
別
基
金
を
今
後
も
続

け
る
。
但
し
、
新
特
別
基
金
と

し
て
定
款
（
案
）
を
作
成
。
） 

資
料
を
各
加
盟
団
体
へ
メ
ー
ル

す
る
。
埼
玉
県
連
と
し
て
は
、

第
二
回
評
議
会
で
協
議
し
、
意

思
決
定
を
す
る
。 

 
 

④
そ
の
他 

・ 

十
一
月
末 

各
加
盟
団
体

の
登
録
会
員
数
の
把
握 

・ 

熊
倉
山
心
拍
実
験
登
山
の

確
認 

・ 

第
十
回
理
事
会 

十
二
月

十
六
日
（
火
）
に
変
更
！ 

澤
藤
理
事
（
記
） 
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編
集
後
記 

先
日
、
『
ウ
ォ
ー
リ
ー
』
を

南
古
谷
に
で
き
た
新
し
い
映
画

館
で
観
て
き
ま
し
た
。
ゴ
ミ
の

山
と
な
っ
た
地
球
で
七
百
年
も

の
間
、
一
人
で
処
理
を
続
け

『
愛
』
に
あ
こ
が
れ
待
ち
続
け

る
ロ
ボ
ッ
ト
。
さ
て
人
類
は
あ

る
指
導
者
に
よ
り
宇
宙
旅
行
と

い
う
名
目
で
地
球
を
離
れ
旅
行

船
の
中
で
最
先
端
の
便
利
さ
に

お
ぼ
れ
何
も
せ
ず
に
食
べ
た
り

寝
た
り
で
太
り
、
歩
け
な
る
ほ

ど
。
地
球
を
監
視
に
や
っ
て
き

た
最
先
端
の
ロ
ボ
ッ
ト
と
ウ
ォ

ー
リ
ー
が
遭
遇
し
…
。 

現
代
に
忠
告
を
す
る
気
が

し
ま
し
た
。
ア
ニ
メ
風
の
映
画

で
し
た
が
、
家
族
揃
っ
て
楽
し

め
る
作
品
で
是
非
お
勧
め
で
す
。 

十
二
月
に
入
り
急
に
寒
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
高
山
で
は

だ
い
ぶ
雪
が
。
先
日
行
っ
た
妙

義
・
相
馬
岳
か
ら
は
雪
化
粧
の

浅
間
と
裏
妙
義
の
景
色
が
最
高

で
し
た
。
寒
さ
と
風
で
手
が
か

じ
か
む
程
で
し
た
が
（
恐
怖
心

も
加
わ
っ
て
…
）
。 

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
、
来
年

が
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

百
四
十
二
号
原
稿
は
年
内
締
め

切
り
。
印
刷
は
新
年
一
月
十
二

日
（
月
）
の
予
定
で
す
。 

今
年
は
何
処
で
年
を
越
し

ま
し
ょ
う
か
ね
～ 

 

（
ア
オ
） 

♪みんなの歌♪  花 作詞 喜納 昌吉 作曲者 喜納 昌吉 

1 川は流れて どこどこ行くの 人も流れて どこどこ行くの   

そんな流れが付く頃には 花として花として 咲かせてあげたい 

泣きなさい笑いなさい いつの日か いつの日か 花を咲かそうよ 

 

2 涙流れて どこどこ行くの 愛も流れて どこどこ行くの   

そんな流れを このうちに 花として花として 迎えてあげたい 

泣きなさい笑いなさい いつの日か いつの日か 花を咲かそうよ 

 

3 花は花として 笑いもできる 人は人として 涙も流す 

  それが自然の 唄なのさ 心の中に 心の中に 花を咲かそうよ 

  泣きなさい笑いなさい いついつまでも いついつまでも 花を掴もうよ 

   

泣きなさい笑いなさい いついつまでも いついつまでも 花を掴もうよ 

 

❤インターネットで「山の愛唱歌集」を開くとメロディーも流れてきますヨ！！ 

◎署名協力のお願い◎ 

国会の動向も不明で保険業法についても先延ば

し或いは何時になるのかもわからない状況です

が可能な限りの闘いをしていきましょう。 

再度の署名用紙を会員全員分、機関紙と一緒に

届けますので県連評議会までに各会の事務局に

提出ください。評議会時に集め、埼玉県連全体

分をまとめて提出します。絶大なご協力を！！ 

   第１４１号   ２００８年 １２月 ８日（月）発行                   埼  玉  労  山  （４）  

1980 年（S.55)、コーラスグループ"喜納

昌吉とチャンプルーズ"が歌いました。 

副題は「すべての人の心に花を」、多く

の歌手がカバーしている曲です。 

 


